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(57)【要約】
【課題】  ＬＣＤパネルにおける表示欠陥を修復すべく
設けられた修復用ラインからの電磁ノイズの発生を抑制
し得る液晶ディスプレイを提供する。
【解決手段】  表示画面を構成する複数の画素を規定す
る駆動ラインがマトリクス状に配列され、上記画素毎に
所定の能動素子が設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤ
パネルの周囲に配置され、上記各駆動ラインの一端側か
ら上記能動素子に駆動電力及び駆動信号を供給する駆動
素子を備えた駆動回路基板とを有しており、両端部及び
／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動
ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ラインが設
けられた液晶ディスプレイにおいて、上記修復用ライン
の両端部を、該修復用ラインの特性インピーダンスに整
合する抵抗負荷を備えた素子を介して、基準電位を有す
る接地電極に接続させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画面を構成する複数の画素を規定す
る駆動ラインがマトリクス状に配列され、上記画素毎に
所定の能動素子が設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤ
パネルの周囲に配置され、上記各駆動ラインの一端側か
ら上記能動素子に駆動電力及び駆動信号を供給する駆動
素子を備えた駆動回路基板とを有しており、両端部及び
／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動
ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ラインが設
けられた液晶ディスプレイにおいて、
上記修復用ラインの両端部が、該修復用ラインの特性イ
ンピーダンスに整合する抵抗負荷を備えた素子を介し
て、基準電位を有する接地電極に接続されていることを
特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項２】  表示画面を構成する複数の画素を規定す
る駆動ラインがマトリクス状に配列され、上記画素毎に
所定の能動素子が設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤ
パネルの周囲に配置され、上記各駆動ラインの一端側か
ら上記能動素子に駆動電力及び駆動信号を供給する駆動
素子を備えた駆動回路基板とを有しており、両端部及び
／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動
ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ラインが設
けられた液晶ディスプレイにおいて、
上記修復用ラインが、ディスプレイ使用時に該修復用ラ
インから発生するノイズが所定以下になる点で、基準電
位を有する接地電極に直接接続されていることを特徴と
する液晶ディスプレイ。
【請求項３】  表示画面を構成する複数の画素を規定す
る駆動ラインがマトリクス状に配列され、上記画素毎に
所定の能動素子が設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤ
パネルの周囲に配置され、上記各駆動ラインの一端側か
ら上記能動素子に駆動電力及び駆動信号を供給する駆動
素子を備えた駆動回路基板とを有しており、両端部及び
／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動
ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ラインが設
けられた液晶ディスプレイにおいて、
上記修復用ラインが、上記駆動ラインの特性インピーダ
ンスより所定以上大きい特性インピーダンスを有してい
ることを特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項４】  表示画面を構成する複数の画素を規定す
る駆動ラインがマトリクス状に配列され、上記画素毎に
所定の能動素子が設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤ
パネルの周囲に配置され、上記各駆動ラインの一端側か
ら上記能動素子に駆動電力及び駆動信号を供給する駆動
素子を備えた駆動回路基板とを有しており、両端部及び
／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動
ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ラインが設
けられた液晶ディスプレイにおいて、
上記修復用ラインが、所定以上の周波数を有する信号に
対して、表皮効果に基づき、その抵抗を増加させる材質
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からなることを特徴とする液晶ディスプレイ。
【請求項５】  表示画面を構成する複数の画素を規定す
る駆動ラインがマトリクス状に配列され、上記画素毎に
所定の能動素子が設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤ
パネルの周囲に配置され、上記各駆動ラインの一端側か
ら上記能動素子に駆動電力及び駆動信号を供給する駆動
素子を備えた駆動回路基板とを有しており、両端部及び
／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動
ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ラインが設
けられた液晶ディスプレイにおいて、
上記修復用ラインに、所定以上の周波数を有する信号を
濾波し得る低域フィルタが挿入されていることを特徴と
する液晶ディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶ディスプレイ
に、より詳しくは、表示欠陥の修復を目的とした修復用
ラインを採用する薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）液晶ディ
スプレイに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、例えばパーソナルコンピュータ，
測定装置，カメラ等のデータ出力可能な各種の装置から
受信されたデータを視覚的な情報として表示する表示装
置として、ＣＲＴディスプレイに比べ、薄型で消費電力
の少ない液晶ディスプレイが広く用いられるようになっ
てきた。この液晶ディスプレイとしては、従来、液晶を
駆動させる方式によって、ＳＴＮ液晶，ＤＳＴＮ液晶，
ＴＦＴ液晶などのタイプが知られている。なかでも、各
画素に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）のスイッチを設けて
表示を制御する構造を備えたＴＦＴ液晶タイプのディス
プレイは、特に、動作速度が速く且つコントラストが高
く、また、構造上視野角も広くとれるメリットがあると
いう特徴を有しており、例えば大型パネルや普及版以上
のノート型パソコンに広く採用される傾向にある。
【０００３】図６に、従来のＴＦＴ液晶デイスプレイを
構成するＬＣＤパネル及びその駆動回路基板を概略的に
示す平面図である。このＴＦＴ液晶ディスプレイ６０
は、平板状のＬＣＤパネル６１の周囲にて、略同一平面
上に、水平ライン６３及び垂直ライン６５Ａ，６５Ｂ用
の駆動回路基板６２及び６４Ａ，６４Ｂが配置されてな
る構造を有している。ＬＣＤパネル６１における水平ラ
イン６３及び垂直ライン６５Ａ，６５Ｂは、互いに直交
して配列し、画素マトリクス配列を形成しており、これ
ら両ラインの交点毎に、能動素子である薄膜トランジス
タ（不図示）が配置されている。このＴＦＴ液晶ディス
プレイ６０では、起動に際して、水平ライン６３及び垂
直ライン６５Ａ，６５Ｂが順次活性化され、共に活性化
されたラインの交点に配置される薄膜トランジスタが開
いた状態になる。画素の輝度は、垂直ライン６５Ａ，６
５Ｂを活性化する駆動回路基板６４Ａ，６４Ｂ上の駆動
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3
回路素子の電圧レベルにより決定される。
【０００４】ところで、かかるＴＦＴ液晶ディスプレイ
６０の製造では、その構造及び製造工程が複雑であるた
め、歩留りが比較的低く、そのため、コストが比較的高
価となっている現状である。特に大型ディスプレイの製
造については、非常にコスト高となる。この問題に対処
すべく、従来では、ＴＦＴ液晶ディスプレイの歩留りの
向上を図り、製造工程の間に検出された欠陥を修復する
ための方法が知られている。
【０００５】図７及び８を参照して、ＬＣＤパネル６１
上に配列された垂直ラインにおける表示欠陥の修復方法
について説明する。なお、図７及び８では、図面の明瞭
化のため、修復の対象となる垂直ライン以外のラインを
省略する。このＴＦＴ液晶ディスプレイ６０では、ＬＣ
Ｄパネル６１の上側の駆動回路基板６４Ａから延びる垂
直ラインのうちの１本（符号６６）が、ＬＣＤパネル上
の点６８（以下、欠陥点という）で断線し、欠陥点６８
から下側の垂直ライン６６ｂは駆動回路基板６４Ａと電
気的に断たれている。この場合、駆動回路基板６４Ａと
欠陥点６８との間の垂直ライン６６ａ上の画素が正常に
表示動作を行なうものの、欠陥点６８から下側の垂直ラ
イン６６ｂ上の画素は、その薄膜トランジスタに駆動電
力が供給されないため、いずれも表示動作を行なわず、
暗いままである。
【０００６】かかる表示欠陥を修復すべく、修復用ライ
ン７０が付加的に設けられる。図８に示すように、修復
用ライン７０，７１は、それぞれ、両端部及びその近傍
にて、上側及び下側の駆動回路基板６４Ａ及び６４Ｂに
沿って延びるように配設された上で、表示欠陥を有する
垂直ライン６６の両端部と電気的に接続される。図８で
は、垂直ライン６６の両端部が、それぞれ、修復用ライ
ン７０の両端部近傍に接続されている。これにより、駆
動回路基板６４Ａと欠陥点６８から下側の垂直ライン６
６ｂとの電気的接続が復旧される。その結果、駆動回路
基板６４Ａからの電力供給時に、修復用ライン７０を介
して、欠陥６８点から下側の画素における薄膜トランジ
スタに駆動電力が供給され、正常な表示動作が実現され
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
修復方法を採用するＴＦＴ液晶ディスプレイ６０では、
付加的に設けられた修復用ライン７０が用いられない場
合、すなわち、ＬＣＤパネル６１上にいかなる表示欠陥
も存在しない場合には、電磁干渉（ＥＭＩ）の問題が発
生する惧れがある。すなわち、この場合には、修復用ラ
イン７０が、他の導体に電気的接触しないままで残さ
れ、いかなるポテンシャルにも依存しない。このような
修復用ライン７０には、他の垂直ライン又は水平ライン
との結合やグランドバウンシングによって、相当な大き
さの電流が誘導され得る。この電流は、電磁ノイズの発
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生源になる。特に、修復用ライン７０の寸法が、電磁場
適合性（ＥＭＣ）の規定により定められる周波数の範囲
での共振の長さに近接する場合には、その電磁ノイズは
相当な大きさを有するものとなる。
【０００８】本発明は、上記技術的課題に鑑みてなされ
たもので、ＬＣＤパネルにおける表示欠陥を修復すべく
設けられた修復用ラインから生じる電磁ノイズを抑制す
ることができる液晶ディスプレイを提供することを目的
とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本願の第１の発明は、表
示画面を構成する複数の画素を規定する駆動ラインがマ
トリクス状に配列され、上記画素毎に所定の能動素子が
設けられたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤパネルの周囲に配
置され、上記各駆動ラインの一端側から上記能動素子に
駆動電力及び駆動信号を供給する駆動素子を備えた駆動
回路基板とを有しており、両端部及び／又はその近傍
で、上記ＬＣＤパネル上で断線する駆動ラインの両端部
と電気的に接続し得る修復用ラインが設けられた液晶デ
ィスプレイにおいて、上記修復用ラインの両端部が、該
修復用ラインの特性インピーダンスに整合する抵抗負荷
を備えた素子を介して、基準電位を有する接地電極に接
続されていることを特徴としたものである。
【００１０】また、本願の第２の発明は、表示画面を構
成する複数の画素を規定する駆動ラインがマトリクス状
に配列され、上記画素毎に所定の能動素子が設けられた
ＬＣＤパネルと、該ＬＣＤパネルの周囲に配置され、上
記各駆動ラインの一端側から上記能動素子に駆動電力及
び駆動信号を供給する駆動素子を備えた駆動回路基板と
を有しており、両端部及び／又はその近傍で、上記ＬＣ
Ｄパネル上で断線する駆動ラインの両端部と電気的に接
続し得る修復用ラインが設けられた液晶ディスプレイに
おいて、上記修復用ラインが、ディスプレイ使用時に該
修復用ラインから発生するノイズが所定以下になる点
で、基準電位を有する接地電極に直接接続されているこ
とを特徴としたものである。
【００１１】更に、本願の第３の発明は、表示画面を構
成する複数の画素を規定する駆動ラインがマトリクス状
に配列され、上記画素毎に所定の能動素子が設けられた
ＬＣＤパネルと、該ＬＣＤパネルの周囲に配置され、上
記各駆動ラインの一端側から上記能動素子に駆動電力及
び駆動信号を供給する駆動素子を備えた駆動回路基板と
を有しており、両端部及び／又はその近傍で、上記ＬＣ
Ｄパネル上で断線する駆動ラインの両端部と電気的に接
続し得る修復用ラインが設けられた液晶ディスプレイに
おいて、上記修復用ラインが、上記駆動ラインの特性イ
ンピーダンスより所定以上大きい特性インピーダンスを
有していることを特徴としたものである。
【００１２】また、更に、本願の第４の発明は、表示画
面を構成する複数の画素を規定する駆動ラインがマトリ
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クス状に配列され、上記画素毎に所定の能動素子が設け
られたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤパネルの周囲に配置さ
れ、上記各駆動ラインの一端側から上記能動素子に駆動
電力及び駆動信号を供給する駆動素子を備えた駆動回路
基板とを有しており、両端部及び／又はその近傍で、上
記ＬＣＤパネル上で断線する駆動ラインの両端部と電気
的に接続し得る修復用ラインが設けられた液晶ディスプ
レイにおいて、上記修復用ラインが、所定以上の周波数
を有する信号に対して、表皮効果に基づき、その抵抗を
増加させる材質からなることを特徴としたものである。
【００１３】また、更に、本願の第５の発明は、表示画
面を構成する複数の画素を規定する駆動ラインがマトリ
クス状に配列され、上記画素毎に所定の能動素子が設け
られたＬＣＤパネルと、該ＬＣＤパネルの周囲に配置さ
れ、上記各駆動ラインの一端側から上記能動素子に駆動
電力及び駆動信号を供給する駆動素子を備えた駆動回路
基板とを有しており、両端部及び／又はその近傍で、上
記ＬＣＤパネル上で断線する駆動ラインの両端部と電気
的に接続し得る修復用ラインが設けられた液晶ディスプ
レイにおいて、上記修復用ラインに、所定以上の周波数
を有する信号を濾波し得る低域フィルタが挿入されてい
ることを特徴としたものである。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、添付図面を参照しながら説明する。
実施の形態１．図１は、本発明の実施の形態１に係るＴ
ＦＴ液晶ディスプレイを概略的に示す平面図である。こ
のＴＦＴ液晶ディスプレイ１０は、矩形状のＬＣＤパネ
ル２と、ＬＣＤパネル２の周囲で、略同一平面上に配置
された複数の駆動回路基板３及び５Ａ，５Ｂとを有して
いる。ＬＣＤパネル２上では、水平な駆動ライン（以
下、水平ラインという）４及び垂直な駆動ライン（以
下、垂直ラインという）６Ａ，６Ｂが互いに直交してマ
トリクス状に配列され、表示画面を構成する複数の画素
を規定している。そして、これら画素毎に１つの薄膜ト
ランジスタ（不図示）が設けられている。
【００１５】水平ライン４用の駆動回路基板３は、ＬＣ
Ｄパネル２の縦方向に沿って、すなわちパネル側部に隣
接して配置され、該駆動回路基板３には、水平ライン４
の一端側が接続されている。また、一方、垂直ライン６
Ａ，６Ｂ用の駆動回路基板５Ａ，５Ｂは、ＬＣＤパネル
２の横方向に沿って、すなわちパネル上部及び下部に隣
接して配置され、該駆動回路基板５Ａ，５Ｂには、それ
ぞれ、垂直ライン６Ａ，６Ｂの一端側が接続されてい
る。ＬＣＤパネル２上で、上側の駆動回路基板５Ａから
の垂直ライン６Ａ及び下側の駆動回路基板５Ｂからの垂
直ライン６Ｂは、交互に配列されている。
【００１６】かかる構造を備えたＴＦＴ液晶ディスプレ
イ１０の駆動に際して、駆動回路基板３から各水平ライ
ン４へ、また、駆動回路基板５Ａ，５Ｂから上記各垂直
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ライン６Ａ，６Ｂへ、それぞれ、駆動電力及び駆動信号
が供給される。このＴＦＴ液晶ディスプレイ１０の駆動
は、ライン単位に行なわれる。例えば、まず、水平ライ
ン４のうちの最も上側のラインが選択されると、駆動回
路基板５Ａ，５Ｂ上に設けられた駆動素子を介して、垂
直ライン６Ａ，６Ｂへ所定の電圧が供給される。これに
より、水平ライン４のうちの最も上側のライン上の画素
が駆動される。かかる駆動動作を各水平ラインについて
順次行なうことにより、ＬＣＤパネル２上に規定された
全画素を駆動することができる。
【００１７】このＴＦＴ液晶ディスプレイ１０では、Ｌ
ＣＤパネル２上で断線した垂直ラインが存在する場合
に、かかる欠陥に対処すべく、従来知られるように、駆
動回路基板と垂直ラインの一部との電気的な接続を復旧
し得る修復用ライン１２が予め設けられている。この修
復用ライン１２は、その両端部近傍にて、上側及び下側
の駆動回路基板５Ａ及び５Ｂに沿って延びるように配設
されている。ＬＣＤパネル２上で表示欠陥を有する垂直
ラインが存在する場合には、その両端部が、それぞれ、
修復用ライン１２の両端部近傍に対して電気的に接続さ
れることになる。
【００１８】この実施の形態１では、修復用ライン１２
の両端部が、基準電位を有する接地電極１３へ接続され
ており、この接地電極１３と修復用ライン１２の両端部
との間には、抵抗素子１５が介在させられている。この
抵抗素子１５は、修復用ライン１２の特性インピーダン
スに整合する抵抗負荷を備えたものである。例えば、修
復用ライン１２の特性インピーダンスが５０オームであ
る場合には、上記抵抗素子１５として、５０オームの抵
抗負荷を備えたものが用いられる。
【００１９】修復用ライン１２は、その特性インピーダ
ンスに整合する抵抗素子１５で終端する。これにより、
表示欠陥を有する垂直ラインが存在せず修復用ライン１
２に対していかなる垂直ラインも接続されない場合に
も、修復用ライン１２において、共振現象が生じること
なく、継続的な波があらわれない。その結果、高レベル
の電磁ノイズの発生を抑制することができる。
【００２０】以下、本発明の他の実施の形態について説
明する。なお、以下の説明では、上記実施の形態におけ
る場合と同じものには同一の符号を付し、それ以上の説
明を省略する。
実施の形態２．図２は、本発明の実施の形態２に係るＴ
ＦＴ液晶ディスプレイを概略的に示す平面図である。こ
のＴＦＴ液晶ディスプレイ２０は、上記実施の形態１に
おける場合と同様に、ＬＣＤパネル２上の垂直ライン６
Ａ，６Ｂの欠陥に対処すべく、駆動回路基板と垂直ライ
ンの一部との電気的な接続を復旧し得る修復用ライン２
２が予め設けられている。修復用ライン２２は、その両
端部近傍にて、上側及び下側の駆動回路基板５Ａ及び５
Ｂに沿って延びるように配設されている。
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【００２１】この実施の形態２では、修復用ライン２２
が、その両端部近傍にて、基準電位を有する接地電極１
３へ接続されるが、この接続は、該修復用ライン２２か
ら発生するノイズが所定以下になる点を接点２４として
行なわれる。接点２４の位置は、液晶ディスプレイ２０
の設計に際して、修復用ライン２２によるノイズが最小
となるように、経験に基づいて設定される。例えば、接
点２４の位置を、長さｘの修復用ライン２２の両端部か
らｘ／４だけ離れた点に設定しても、若しくは、修復用
ライン２２のノイズ源と連結された部分の端部からｙ／
４だけ離れた点（ｙは、連結された部分の長さ）に設定
してもよい。このように接地電極１３と修復用ライン２
２とが接続される状態では、修復用ライン２２における
電気的共振が小さく、ノイズの発生が十分に抑制され得
る。
【００２２】実施の形態３．図３は、本発明の実施の形
態３に係るＴＦＴ液晶ディスプレイを概略的に示す斜視
図である。この実施の形態３では、修復用ライン３５が
設けられる回路基板が、複数層の構造をなしており、基
準電位をなす接地面３３がその上面側に形成され、ま
た、該接地面３３の下側に駆動ライン３４が配設されて
なる第１層３２Ａと、該第１層３２Ａの下側に、修復用
ライン３５が配設されてなる第２の層３２Ｂとを有して
いる。すなわち、駆動ライン３４が接地面３３に近い第
１層３２Ａに設けられる一方、修復用ライン３５は、接
地面３３とは別の第２層３２Ｂに設けられる。
【００２３】また、この実施の形態３では、修復用ライ
ン３５の特性インピーダンスが、駆動ライン３４の特性
インピーダンスよりも所定以上大きくなるように設定さ
れる。好ましくは、修復用ライン３５の特性インピーダ
ンスが、駆動ライン３４の特性インピーダンスの１．４
倍より大きくなるように設定される。
【００２４】かかる構成及び設定によれば、修復用ライ
ン３５の誘導電流は比較的小さくなり、伝播速度は、他
の駆動ライン３４とは異なってくる。その結果、再放射
及び共振現象が小さくなり、修正ライン３５から発生し
得る電磁ノイズを抑制することができる。
【００２５】実施の形態４．図４の（ａ）及び（ｂ）
は、本発明の実施の形態４に係るＬＣＤパネル４２上に
配設された修復用ラインを示す縦断面説明図である。図
４の（ａ）には、交流電流が流れていない状態での修復
用ラインが示され、他方、図４の（ｂ）には、交流電流
が流れている状態で表皮効果をあらわす修復用ラインが
示されている。修復用ライン４６が設けられる回路基板
４２は、接地層４３及び誘電層４４を有している。修復
用ライン４６は、導電率σの比較的高い銅からなり（σ
≒５．８・１０7ジーメンス毎メートル（Ｓ／ｍ））、
高さｈ及びライン幅Ｗを有している。
【００２６】修復用ライン４６に対して、例えば周波数
２３０ＭＨｚなどの高周波の交流電流を流した場合に
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は、図４の（ｂ）に示されるような表皮効果があらわれ
る。すなわち、修復用ライン４６の断面が、電流が流れ
ない部分４６ａと電流が流れる部分４６ｂとに分かれ
る。このとき、実質的な導体厚（以下、表皮厚さとい
う）ｈを、
ｈ  ＝  Ｋ・δ

u

とあらわすことができる。δ
u
は、例えば７５ｋＨｚの

有用な信号の周波数での材質の表皮厚さである。因子Ｋ
は、０．１≦Ｋ≦１で、この場合、相対幅Ｗ

rel
は、Ｗ

rel
＝Ｗ／ｈ≦２（マイクロメートル）とする。Ｗはラ

イン幅である。ｈ＝３５マイクロメートルについて、Ｗ
≦７０マイクロメートルである。
【００２７】もし、７５ｋＨｚより下の有用な信号の周
波数において、かかる修復用ラインが用いられれば、す
なわち、表示欠陥を有する駆動ラインと接続されれば、
銅の表皮厚さδ

u
は、δ

u
＞ｈとなり、修復用ライン４６

の抵抗Ｒ
u
は、

Ｒ
u
≒１／Ｗｈσ≒７．０オーム／メートル

となる。これに対して、周波数２３０ＭＨｚでのノイズ
に関する表皮厚さδ

n
は、約５マイクロメートルとな

る。その結果、修復用ライン４６の抵抗Ｒ
n
は、

Ｒ
n
≒１／Ｗδ

n
σ≒４９．３オーム／メートル

となる。すなわち、周波数２３０ＭＨｚでは、修復用ラ
イン４６の抵抗が、有用な信号のそれの約７倍になり、
この場合、修復用ライン４６に流れる電流は、有用な信
号の場合と比較して小さいものとなる。これにより、修
復用ライン４６は、高周波ノイズを濾波し、修復用ライ
ン４６から発生し得る電磁ノイズを十分に抑制すること
が可能である。
【００２８】なお、修復用ライン４６の材質としては、
銅に限定されることなく、前述したような表皮効果があ
らわれるものであれば、いかなるものでもよい。一般
に、高伝導率を備えた材質では、かかる表皮効果があら
われることが知られている。また、修復用ライン４６と
しては、例えば２３０ＭＨｚにおいて、透磁率μ

r
がμ

r

≧４０を満たすような比較的高い透磁率を有する材質か
らなるものを用いた場合にも、上記と同様の効果を奏す
ることができる。
【００２９】実施の形態５．図５は、本発明の実施の形
態５に係るＴＦＴ液晶ディスプレイを概略的に示す平面
図である。このＴＦＴ液晶ディスプレイ５０は、上記実
施の形態１における場合と同様に、ＬＣＤパネル２上の
垂直ライン６Ａ，６Ｂの欠陥に対処すべく、駆動回路基
板と垂直ラインの一部との電気的な接続を復旧し得る修
復用ライン５２が予め設けられている。修復用ライン５
２は、その両端部近傍にて、上側及び下側の駆動回路基
板５Ａ及び５Ｂに沿って延びるように配設されている。
【００３０】この実施の形態５では、修復用ライン５２
に対して、上側の駆動回路基板５Ａと下側の駆動回路基
板５Ｂとの間に、低域フィルタ５５が挿入されている。
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この低域フィルタ５５は、所定以上の周波数を有する信
号を濾波するものである。かかる構成を備えた修復用ラ
イン５２を用いることにより、修復用ライン５２を通じ
る高周波の電流は、低域フィルタ５５にて遮断され、修
復用ライン５２より発生し得るノイズが抑制される。
【００３１】なお、本発明は、例示された実施の形態に
限定されるものでなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良及び設計上の変更が可能であるこ
とは言うまでもない。
【００３２】
【発明の効果】本願の請求項１の発明によれば、両端部
及び／又はその近傍で、上記ＬＣＤパネル上で断線する
駆動ラインの両端部と電気的に接続し得る修復用ライン
が設けられた液晶ディスプレイにおいて、上記修復用ラ
インの両端部が、該修復用ラインの特性インピーダンス
に整合する抵抗負荷を備えた素子を介して、基準電位を
有する接地電極に接続されているため、修復用ラインに
おける電気的共振が小さく、電磁ノイズの発生が十分に
抑制され得る。
【００３３】また、本願の請求項２の発明によれば、上
記修復用ラインが、ディスプレイ使用時に該修復用ライ
ンから発生するノイズが所定以下になる点で、基準電位
を有する接地電極に直接接続されているため、修復用ラ
インにおける電気的共振が小さく、電磁ノイズの発生が
十分に抑制され得る。
【００３４】更に、本願の請求項３の発明によれば、上
記修復用ラインが、上記駆動ラインの特性インピーダン
スより所定以上大きい特性インピーダンスを有している
ため、修復用ラインにおいて誘導電流が生じることな
く、電磁ノイズの発生が十分に抑制され得る。
【００３５】また、更に、本願の請求項４の発明によれ
ば、上記修復用ラインが、所定以上の周波数を有する信
号に対して、表皮効果に基づき、その抵抗を増加させる*
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*材質からなるため、修復用ラインにおける高周波数の電
流が抑制され、ノイズを減少させることができる。
【００３６】また、更に、本願の請求項５の発明によれ
ば、上記修復用ラインに、所定以上の周波数を有する信
号を濾波し得る低域フィルタが挿入されているため、修
復用ラインにおける高周波数の電流が抑制され、ノイズ
を減少させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態１に係る液晶ディスプレ
イを概略的に示す平面図である。
【図２】  本発明の実施の形態２に係る液晶ディスプレ
イを概略的に示す平面図である。
【図３】  本発明の実施の形態３に係る液晶ディスプレ
イを概略的に示す斜視図である。
【図４】  （ａ）本発明の実施の形態４に係る液晶ディ
スプレイの、交流電流が流れていない状態での縦断面説
明図である。（ｂ）本発明の実施の形態４に係る液晶デ
ィスプレイの、交流電流が流れている状態での縦断面図
である。
【図５】  本発明の実施の形態５に係る液晶ディスプレ
イを概略的に平面図である。
【図６】  従来の液晶ディスプレイを概略的に示す平面
図である。
【図７】  従来の液晶ディスプレイにおける欠陥を示す
平面図である。
【図８】  従来の液晶ディスプレイにおける欠陥を修復
するための修復用ラインを示す平面図である。
【符号の説明】
２  ＬＣＤパネル，３  水平ライン用の駆動回路基板，
４  水平ライン，５Ａ，５Ｂ  垂直ライン用の駆動回路
基板，６Ａ，６Ｂ  垂直ライン，１０  ＴＦＴ液晶ディ
スプレイ，１２  修復用ライン，１３  接地電極，１５
  抵抗素子，２４接点，５５  低域フィルタ

【図２】 【図３】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶显示装置，该液晶显示装置能够抑制来自用
于修理LCD面板中的显示缺陷的维修线产生的电磁噪声。 以矩阵形式布
置限定形成显示屏的多个像素的驱动线，为每个像素配备有预定的有源
元件的LCD面板，并且在LCD面板周围布置LCD面板。 一种具有驱动元
件的驱动电路板，该驱动元件从每条驱动线的一端向有源元件提供驱动
功率和驱动信号，并且在液晶面板的两端和/或其附近断开连接。 在设置
有可与驱动线的两端电连接的修复线的液晶显示器中，修复线的两端通
过具有与修复线的特性阻抗匹配的电阻负载的元件连接。 然后，将其连
接到具有参考电位的接地电极。
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